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（１）めん山羊の飼養頭数

• 政府の支援政策（めん山羊の増頭や品種改良への補助な
ど）、市場の需要拡大などの影響を受け、めん山羊の期
末総飼養頭数は、2010年の28,730万頭から2023年には
32,233万頭に増加した。しかし、放牧条件や適度な広さ
の草地の確保などの制約もあるため、この13年間での年
平均成長率（CAGR）は0.89％と、成長は比較的緩やか
であった。

• 2010年から2022年までの間、めん山羊の総飼養頭数に

占めるめん羊割合は51％から59％に増加したが、同期間
に山羊の割合は49％から41％に減少した。この変化の背
景には、2011年以降、中国が草原生態保護助成事業を開
始し、放牧規制や粗飼料の調整（一定期間内に利用可能
な粗飼料の総量が飼養に必要となる粗飼料との動的平
衡）などが挙げられる。これにより、舎飼い向きのめん
羊の飼養頭数が次第に増加し、あまり舎飼い向きでない
山羊の飼養頭数が減少したと考えられる。

（注） めん山羊の総飼養頭数は、期末時点における子羊、種羊、育成羊を含むすべてのめん山羊の頭数を指す。これには肉用羊、乳用羊、毛用羊が含まれる。

(出所) 中国国家統計局（National Bureau of Statistics of China、NBS）のデータに基づき作成。
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■めん山羊の総飼養頭数の推移（2010年～2023年）
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（２）肉用めん山羊の出荷頭数

• ここで言う「肉用めん山羊の出荷頭数」とは、特定の統
計年度内に、肥育を終了して自家でと畜されためん山羊

と、肥育を終了して出荷されためん山羊の合計数を指す。

この定義には子羊や育成羊、種羊、乳用羊に関する数値

は含まれない。  

• 肉用めん山羊の増頭・品質向上アクションプランや南方
地域（四川省や雲南省など）の肉用めん山羊の増産潜在

力発掘アクションプランの実施、トウモロコシサイレー

ジ、アルファルファなど牧草栽培への支援策など、様々

な政策と活発なめん羊肉需要を背景に、2023年末時点で

の肉用めん山羊の出荷頭数は33,864万頭となり、前年比

で約240万頭（0.7％）増加した。2010年からの13年間

の年平均成長率（CAGR）は1.81％で、ゆるやかな微増

傾向が続いている。

■肉用めん山羊の出荷頭数の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-1 めん山羊の生産動向

69

（３）めん山羊肉の生産量

• 中国国内のめん山羊肉の需要拡大及び政府の政策より、
めん山羊の飼養頭数の拡大や品種改良、優良種の普及に
よる歩留り率の向上などの影響で、中国のめん山羊肉の
生産量は2010年の406万トンから2023年には531万トン
に増加した。
この13年間の年平均成長率（CAGR）は2.09％となって
いる。一方で、中国のめん山羊肉の推定消費量はこの13
年間のCAGRは2.62％であり、国内のめん山羊の生産が

需要に追い付かない状態となっている。

• 公表資料によると、2007年における全国平均での肉用め
ん山羊1頭当たりの枝肉重量は15.0㎏であった。その後、
2020年には15.4㎏、2021年には15.6㎏、2022には
16.1㎏と増加傾向にある。

■めん山羊肉の生産量の推移（2010年～2023年）
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（注） めん山羊肉の生産量＝肉用めん山羊の出荷頭数×１頭当たりの平均生体重量×枝肉歩留り率

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（１）肉用めん山羊の飼養戸数

• 2021年、中国全体での肉用めん山羊の飼養戸数が合計
1,072万戸であった。この中で、年間出荷頭数が30頭未
満の飼養戸数が全体の82.7％を占め、依然として零細な
飼養者が主流となっている。

• また、2021年の肉用めん山羊飼養戸数は、10年前の
2011年と比較して55％減少した。これは30頭未満の小
さな飼養戸数が2011年の半分以下にまで減少したためで
ある。

一方で、政策支援により、1,000頭以上の大規模経営は、
この10年で約2.3倍に増加している。めん山羊は牛に比
べて飼養期間が短く、投資回収期間も短いため、資金面
で有利であり、このことが、大規模経営の増加につな
がっていると推測される。

■肉用めん山羊の飼養戸数の推移（2010年～2021年）
単位：戸、％

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』のデータを基に作成。
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（注） 2019年と2020年のデータが入手できず、欠落している。
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（２）肉用めん山羊肥育経営の収益性

• 肉用めん山羊の肥育経営に関するデータは、年間飼養頭
数が100頭以下の零細な経営者向けの情報が公開されて
いる。

• 2022年のデータによると、この零細な肥育経営者では、
1頭当たりの所得が101元であり、所得率は7.0％となっ
ている。
これは前年比で低下しており、その要因として、以下の2
点が挙げられる。

〇2019年に国内でアフリカ豚熱が発生し、これによりめ
ん山羊肉の需要が増加し価格が上昇した。しかし、2021
年以降は国内の豚肉生産が回復し、めん山羊肉への代替
需要が薄れたことが影響している。
〇素畜費や飼料価格、人件費などの飼育生産費が近年増
加しており、経営を圧迫している。

■零細な肉用めん山羊肥育経営における1頭当たりの収益性の推移（2012年～2022年）

(注)
①所得率＝所得÷全算入生産費×100％
②全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。

単位：元/頭、％

(出所) 2021年までのデータは各年次の「全国農産品成本収益資料滙編」から、2022年のデータは公開資料を基に作成。
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• 年間飼養頭数が100頭以下の零細な経営者の生産費は、

物財費と労働費で構成されている。

• 2012年から2022年までの10年間において、物財費と労

働費の割合は変動しているが、平均すると物財費が生産

費の62％を占め、労働費は38％となっている。

• 物財費には直接費用（素畜費や飼料費、水道光熱動力費、
死亡損失費など）と間接費用（固定資産償却、販売費用、

管理費など）が含まれる。

2012年から2022年までの10年間において、素畜費が物

財費の平均で63％を、濃厚飼料費は23％を占めている。

• 零細な肉用めん山羊経営では、労働費は主に家族労働費
からなる。2022年の肥育羊1頭当たりの労働費は533元

で、そのうち家族労働費が518元で、労働費全体の97％

を占めている。

■零細な肉用めん山羊肥育経営における1頭当たりの物財費の推移（2012年～2022年）

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。
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近年、素畜費や飼料費の増加に伴い、零細な肉用
めん山羊飼養農家の物財費が増加傾向にある。
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（１）めん山羊の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）から31品
目の農産物の市場価格を収集し、月次データとして公表
している。
収集された生体めん山羊の価格は、個々の集貿市場で成
立した取引価格の平均値である。

• 月次データをまとめた2013年から2023までの年間デー
タによると、生体めん山羊の平均価格は上昇傾向にあり、

2022年にピークに達した。
2023年の年平均価格は34.5元/㎏で、2022年より7.0％
低下しているが、依然として高い水準にある。

■生体めん山羊の年間平均価格の推移（2013年～2023年）

(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。

29.7 30.6
28.0

26.1 26.4
29.5

33.6

37.4
39.3 38.1

36.2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（元/㎏）



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-3 めん山羊の生産関連その他

74

（１）めん山羊肉の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）から31品
目の農産物の市場価格を収集し、月次データとして公表
している。めん山羊肉（骨付きでない肉、ランクに問わ
ずに）の価格についても、この収集されたデータを基に
している。

• 月次データをまとめた2010年から2023までの年間デー
タを分析すると、めん山羊肉の平均価格は変動があった
が、持続的に上昇している。この13年間の年平均成長率
（CAGR）は6.2％に達している。

• 2023年の年平均価格は78.9元/㎏であり、ピーク時の
2021年より5.2元/㎏低下しているが、依然として高い水
準である。

• ヒアリングによれば、現在のめん山羊肉の消費は主に国
内産に依存しており、国内生産は大規模生産が困難で生
産費の低下が難しい状況。さらに、世界的な供給量が少
ないため、輸入量の増加には限界がある。その結果、国
内のめん山羊肉の価格が下がる可能性は低く、2024年に
は80元～85元/㎏になると見込まれている。
なお、羊の大規模生産が困難なのは、大規模な飼育には
多量の粗飼料が必要であり、中国の多くの地域では牧草
資源が不足しており、粗飼料の購入には大きな資金投資
が必要となるからである。また、専門的な栄養管理や防
疫措置も不足しており、大規模飼養の子羊の死亡率は小
規模飼育よりも高い。

■めん山羊肉の年間平均価格の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。
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（２）品種・育種施設

■肉用めん山羊の品種について

• 2021年版の「国家家畜・家禽遺伝資源品種目録」によ
れば、中国のめん羊の品種には地方品種（44種）、交
雑種（32種）、輸入品種（13種）があり、山羊の品種
には地方品種（60種）、交雑種（12種）、輸入品種
（6種）が存在している。
代表的なものには「湖羊」、「哈薩克羊」、「烏珠穆
沁羊」、「チベット羊」、「黄淮山羊」、「川中黒山
羊」などが挙げられる。

• 「全国の羊の遺伝的改良計画」（2021年～2035年）
の実施に伴い、新しい肉用めん山羊の交雑種がいくつ
か育成された。例えば、2023年12月に認定された新
品種には「天華肉羊」、「華蒙肉羊」、「双乾肉羊」、
「德新肉用細毛種羊」が挙げられる。
そのうち、「華蒙肉羊」は内蒙古富川養殖科技股分限
公司が内蒙古大学、中国農業科学院北京畜牧獣医研究
所などと提携して育成された新品種である。6か月齢
の子羊の枝肉の歩留り率が52.0％、平均的な部分肉の
歩留り率は80.8％とされており、現在の飼育頭数は
21,800頭である。

• 2021年において、中国全土にはめん羊の育種場が761
施設、山羊の育種場が401施設存在している。めん羊
の育種場は内モンゴルが276施設と最も多いが、2021
年末の飼養頭数で見ると新疆が最も多い。また、山羊
の育種場は陝西省が68施設と最も多いが、2021年末
の飼養頭数で見ると安徽省が最も多い。

• 2022年末までに、中央政府が認定した肉用めん山羊の
中核育種場が28施設設置されている。例えば、
〇湖州怡輝生態農業有限公司
（所在地：浙江省、品種：湖羊）

〇内蒙古杜美牧業生物科技有限公司
（所在地：内モンゴル、品種：湖羊）

〇安徽安欣（渦陽）牧業発展有限公司
（所在地：安徽省、品種：湖羊）

〇河北唯尊養殖有限公司
（所在地：河北省、品種：湖羊）

〇瀏陽市瀏安農業科技総合開発有限公司
（所在地：湖南省、品種：湘東黒山羊）

〇寧陵県豫東牧業開発有限公司
（所在地：河南省、品種：ボーア種山羊）

〇寧夏朔牧塩池灘羊繁育有限公司
（所在地：寧夏自治区、品種：灘羊）
〇四川天地羊生物工程有限責任公司
（所在地：四川省、品種：簡州大耳羊（肉用山羊の品種）

などが挙げられる。

■肉用めん山羊の育種場について



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-4 めん山羊肉の輸入動向

76

（１）めん山羊肉の輸入量

• 中国の経済発展とともに、個人所得の増加、生活水準の
向上、食肉習慣の変化などにより、中国はめん山羊肉の
輸入大国となっている。2023年のめん山羊肉の輸入量は、
前年比21.2％増の43.4万トンに達し、過去最高水準と
なった。

• ここで取り上げためん山羊肉の輸入量及び輸出量は、と
もにタリフライン「0204」に該当する「めん羊または山
羊の肉（生鮮のもの及び冷蔵し又は冷凍したものに限
る）」を指している。なお、めん山羊のくず肉は含まれ
ていない。

■めん山羊肉輸入量の推移（2010年～2023年）

めん山羊肉の輸入・輸出計算に使用される品目

（注）
①子羊は、出生後12か月未満のめん羊を指す。
②この表では経済連携協定（EPA）、報復関税の関税率は省略している。 (出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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めん山羊肉の輸入・輸出量の推移（2010年～2023年）

輸入量 輸出量

めん山羊肉の輸入量は変動しながら
も増加傾向で推移している。

タリフライン 品名（仮訳）（日本語）
関税率

基本 WTO協定

02041000 子羊の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵） 70％ 15％

02042100 めん羊の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵） 70％ 23％

02042200 めん羊の骨付き肉（生鮮・冷蔵） 70％ 15％

02042300 めん羊の骨付きでない肉（生鮮・冷蔵） 70％ 15％

02043000 子羊の枝肉・半丸枝肉（冷凍） 70％ 15％

02044100 めん羊の枝肉・半丸枝肉（冷凍） 70％ 23％

02044200 めん羊のその他の骨付き肉（冷凍） 70％ 12％

02044300 めん羊のその他の骨付きでない肉（冷凍） 70％ 15％

02045000 山羊の肉（生鮮・冷蔵・冷凍） 70％ 20％
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（２）めん山羊肉の輸入品目

• 2023年のめん山羊肉の輸入量は433,643トンで、その内訳は

以下の通り。

□肉の種類を見ると、めん羊の肉が輸入全体の95.9％を占め、

最も多く、次いで子羊の枝肉・半丸枝肉が2.6％、山羊の肉が

1.5％となっている。

□タリフライン別にみると、最も多いのは「冷凍しためん羊の

その他の骨付き肉」（タリフライン02044200）で、輸入量全

体の79.4％を占めている。

□輸入されためん羊の肉を生鮮・冷蔵品と冷凍品別にみると、

冷凍品が99.9％を占めている。

• また、2015年から2023年までのタリフライン別めん山羊肉の

輸入量の変化を見ると、子羊の肉（出生後12か月未満のめん

羊の肉）やめん羊のその他の骨付きでない肉など品目全般的に

拡大しているが、特に注目すべき品目は「山羊肉」である。

山羊肉の輸入量は2015年に876トンであったが、その後減少

傾向で推移し、2022年には292トンまで減少した。しかし、

2023年には急激に増加し、6,403トンに達した。2023年にお

ける「山羊肉」の急激な輸入増加の一因として、多くの地域が

旅行を再開し、観光客を呼ぶために様々なイベントが開催され

ていることが挙げられる。例えば、山東省の淄博市が主催した

「淄博焼烤」（バーベキュー）がその一つである。

■タリフライン別めん山羊肉の輸入量の推移（2015年～2023年）

（注） 子羊は、出生後12か月未満のめん羊を指す。

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

単位：トン

年次

冷凍しためん羊の肉 生鮮または冷蔵しためん羊の肉
生鮮または冷
蔵、冷凍した
山羊肉

02045000

輸入量計
02043000
（子羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02044100
（めん羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02044200
（めん羊のその
他の骨付き肉）

02044300
（めん羊のその
他の骨付きでな

い肉）

02041000
（子羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02042100
（めん羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02042200
（めん羊の骨
付き肉）

02042300
（めん羊の骨
付きでない羊

肉）

2015年 2,041 9,654 206,072 4,268 0 0 14 0 876 222,925

2016年 136 7,854 206,500 5,395 0 0 28 1 149 220,063

2017年 136 11,357 219,792 17,543 0 106 29 11 3 248,976

2018年 549 18,150 281,276 18,122 1 237 434 25 264 319,058

2019年 5,121 25,972 333,699 25,868 727 279 347 47 259 392,319

2020年 9,554 22,947 305,792 25,812 84 59 302 88 231 364,868

2021年 33,304 38,586 315,952 22,058 43 0 211 265 184 410,602

2022年 8,724 31,167 293,127 24,261 0 0 157 133 292 357,861

2023年 11,131 36,001 344,348 35,323 76 0 316 45 6,403 433,643
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（３）めん山羊肉の輸入価格

• 中国におけるめん山羊肉の平均輸入価格（CIF、運賃・保
険料込み価格）は上昇傾向が続いている。ただし、2023
年は世界的なめん山羊肉価格の低下  （主にオセアニア
オーストラリアなど）からのめん山羊肉の輸出供給量が
需要を上回ったことや、国際的な輸送コストの低下など
が影響したため、1㎏当たりの平均輸入価格は4.1米ドル
となった。これは、2022年のピーク時より1.7米ドル
（29.3％）低下し、2017年の水準に戻った。

• 2023年において、各品目の平均輸入単価は全般的に前年
より低下している。特に、最も量的に多く輸入された
「冷凍しためん羊のその他の骨付き肉」（タリフライン
02044200）は、1㎏当たり4.07米ドル（人民元ベース
では28.6元）で、前年比30.4％低下している。
同様に、急増した「山羊肉」も平均単価が前年比26.5％
減の4.43米ドル/㎏となっている。

■めん山羊肉の平均輸入価格の推移（2010年～2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

■タリフライン別めん山羊肉の平均輸入価格（2023年）
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（４）めん山羊肉の輸入相手国

• 中国のめん山羊肉の輸入相手国は、2015年には4か国で
あり、2023年には5か国と比較的安定している。

• ニュージーランドとオーストラリアが中国のめん山羊肉
輸入の主要輸入国であり、これら2か国で中国のめん山羊
肉輸入の95％以上を占めている。
なお、2023年のめん山羊肉の平均輸入価格を比較すると、
ニュージーランドのほうがオーストラリアよりも約15％
高くなっている。

• 関連協会へのヒアリングによれば、ニュージーランドか
らの羊肉輸入量がオーストラリアよりも多い要因は以下
の通り。

〇ニュージーランドの気候は比較的温暖であり、牧草が
豊富であるため、羊の肉質が良好である。
〇ニュージーランドでは肉用や毛用など多様な種類の羊
が飼育されており、特に肉用兼毛用の羊が多く、肉質が
向上している。一方、オーストラリアでは毛用の羊が主
流であり、肉質がやや硬いとされている。
〇ニュージーランドは物流や冷蔵冷凍のシステムが整備
されており、輸送体制が整っている。

■めん山羊肉の主要な輸入相手国の変化（数量ベース）（2015年と2023年）

ニュージーランド

62.2%

オーストラリア

36.6%

ウルグアイ

0.9%

その他

0.3%

2015年
めん山羊総輸入量

22万トン ニュージーランド

50.3%オーストラリア

45.8%

ウルグアイ

3.1%

その他

0.8%

2023年
めん山羊総輸入量

43万トン

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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（5）輸入関連その他

■モンゴルから肉用の生きためん羊の輸入について

• 中国は2022年10月からモンゴルとの間で肉用の生き
ためん羊の輸入も開始した。
2022年には計22,992頭（生体重は998トン）、2023
年には計177,474頭（生体重は7,010トン）となって
いる。
仮にめん羊の歩留り率を40％と仮定すると、2023年
にモンゴルからのめん羊肉換算の輸入量は約2,800ト
ンと試算される。この量は中国産めん山羊肉の量
（2023年は531万トン）に比べて0.05％に過ぎず、
まだ脅威とはならないと考えられる。

• 中国がモンゴルから輸入した肉用の生きためん羊の平
均輸入単価を人民元で見ると、2023年には1頭当たり
546元、生体重では1㎏当たり12元となっている。
この単価は中国国内の2023年11月の全国平均出荷価
格の34.7元/㎏に比べ、輸入価格は国内産価格の約3分
の1で、価格優位勢を有している。
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（１）主なめん山羊肉ブランド

• 中国市場で比較的知名度の高いめん山羊肉製品ブランドとしては以下のようなものがある。

■めん山羊肉の主なブランド

ブランド名：吉羊羊

・錫林郭勒盟羊羊牧業股分有限公司
（http://www.nmgyymy.com/）

本社は内モンゴル自治区錫林郭勒盟蘇尼特右旗にあり、羊と牛
のと畜処理加工、食肉製品販売を行っている。

2022年の羊肉製品の売上高は25,136万元、牛肉製品は778万
元であった。

ブランド名：青青草原

・内蒙古青青草原牧業有限公司（http://qqcygf.com/）

本社は内モンゴル自治区呼和浩特市にあり、羊の品種育成から
繁殖、肥育、と畜処理加工、及び飼料生産まで行っている。

ブランド名：額爾敦

・内蒙古額爾敦羊業股分有限公司（E er dun）

本社は内モンゴル自治区呼和浩特市にあり、羊と牛のと畜処理
加工、販売を行っている。

2022年の羊肉製品の売上高は23,022万元、牛肉製品は3,093万
元であった。

ブランド名：寧鑫

・寧夏塩池県鑫海食品有限公司（http://www.ningxinfood.com/）

本社は寧夏自治区呉忠市塩池県にあり、飼料作物の栽培から灘
羊の飼養、と畜処理加工（年加工能力4,000トン）まで行って
いる。

ブランド名：大庄園

・大庄園肉業集団股分有限公司（ http://www.dazhuangyuan.com/）

本社は黒竜江省肇東市経済開発区に拠点を構え、牛や羊のと畜
処理、精肉加工、加熱処理食肉製品、店舗販売、及び輸出入業
務を展開している。

輸入羊肉は主にニュージーランドやオーストラリアから輸入さ
れており、国内産めん山羊肉の原料は主に内モンゴル自治区錫
林郭勒盟の周辺飼養者やブローカーから購入している。

2020年のめん山羊肉製品の売上高は285,155万元で、同社売上
高全体の61.1％を占めている。同年のめん山羊肉の生産能力は
54,600トン、生産量は38,326トンであった。
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（１）主なめん山羊肉ブランド

• 中国市場で比較的知名度の高いめん山羊肉製品ブランドとしては以下のようなものがある。

■めん山羊肉の主なブランド（つづき）

ブランド名：天順源

・黒竜江天順源清真食品有限公司（https://www.tianshunyuan.com/）

本社は黒竜江省ハルビン市双城経済開発区にある。

主には輸入牛肉・羊肉（オーストラリアやニュージーランド）
の分割加工、スーパー向けの販売、専売店チェーンの経営、飲
食サービスの提供などを行っている。

ブランド名：草之味

・蘇尼特左旗満都拉図肉食品有限公司（Cao zhi wei）

本社は内モンゴル自治区錫林郭勒盟蘇尼特左旗にあり、と畜処
理、食肉加工、販売を行っている。

年間の羊のと畜処理頭数は12～15万頭で、内モンゴル自治区の
呼和浩特市、錫林浩特市、二連浩特市、及び北京で十数店舗の
直営販売店を設置している。

ブランド名：塩池灘羊

・寧夏塩池灘羊産業発展集団有限公司（Yan chi tan yang）

本社は寧夏自治区呉忠市塩池県にあり、県政府が出資した国有
企業。

灘羊の品種保護から買い取り、加工、備蓄、販売、普及、綜合
サービスの提供まで行っている。

新設された灘羊の肥育場の最大な飼養頭数は5,000頭で、灘羊
のと畜処理加工能力は年間30万頭。

灘羊用の飼料作物加工工場1か所が設置されている。

ブランド名：雨軒齋

・新郷市雨軒清真食品股分有限公司
（http://www.xyxmeats.com/）

本社は河南省新郷市原陽県にあり、肉用めん山羊の飼養からと
畜処理加工、コールドチェーン物流、国際貿易まで行っている。

新郷市原陽県にあると畜場の羊の年間と畜処理能力は45万頭で、
ハラール羊肉・牛肉の生産能力は3万トン、加熱処理済みの羊
肉・牛肉のハラール製品は5,000トン。

ブランド名：澇河橋

・寧夏澇河橋肉食品有限公司（http://www.laoheqiao.com/）

本社は寧夏自治区呉忠市にあり、牛・めん山羊の繁殖から、肥育、
と畜処理、食品加工、飲食サービスまで行っている。
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（２）めん山羊肉の推定消費量

• 2023年、中国におけるめん山羊肉の推定消費量は574万
トンに達し、これは2010年の410万トンと比較して40％
増加した。

• 近年、めん山羊肉の消費量は増加傾向にある。この要因
として、薬膳的な効能への注目が挙げられる。めん山羊
肉は、疲労回復や体力向上、冷え対策などの効果がある
とされ、健康志向の高まりとともに人気が高まっている。
さらに、所得増加や生活水準の向上、食文化の変化、外
食の増加、コールドチェーン物流の発達、そしてネット
通販の普及などの社会環境の変化も、めん山羊肉需要の
拡大に拍車をかけている。

• めん山羊肉は薬膳的な効能や健康イメージから需要が拡
大しているが、独特なにおい、比較的高価、調理が難し
い、主に冬季に食べる習慣という特徴も存在している。
そのため、多くの地域では主要な肉類として消費される
ことが少なく、2023年のめん山羊肉の消費量は同年の豚
肉推定消費量（5,946万トン）や牛肉推定消費量（1,027
万トン）に比べて少ないことがわかる。

■めん山羊肉の推定消費量の推移（2010年～2023年）
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国内でのめん山羊肉の需要が増加し、それに
伴って国内生産と輸入量も増加している。

（注） 推定消費量は、国内生産量と輸入量の合計から輸出量を差し引いた量を指す。

(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（３）めん山羊肉の輸入依存度

• 2023年のめん山羊肉の推定消費量を見ると、国内生産量
は531万トンで、純輸入量（輸入量から輸出量を差し引
いた量）は43万トンであった。

• 2023年の7.6％の輸入依存度は、2010年以来の最高水準
であり、これは、国内需要の増加に対して国内生産が追
いついていないことを示している。

• ただし、牛肉の輸入依存度が26.7％であることと比較する
と、めん山羊肉の輸入依存度はまだ低い水準。しかし、

近年は上昇傾向にあり、今後も注視が必要。

■めん山羊肉の輸入依存度の推移（2010年～2023年）
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(出所) 矢野経済研究所作成。
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（４）めん山羊肉の1人当たりの家計消費量

• 2022年の全国のめん山羊肉家計消費量は、1人当たり1.4㎏で

前年と横ばいとなった。また、同年の全国の食肉家計消費量は

1人当たり46.3㎏で、めん山羊肉の消費量は3.0％を占め、豚

肉や鶏肉、牛肉に比べて最も少ない肉類であった。

1人当たりめん山羊肉家計消費量が少ない理由としては、以下

の二つが挙げられる。

〇一部地域では食用する習慣がまだ普及していないこと

〇豚肉や鶏肉に比べて高価であること

ただし、健康志向の高まりや冷凍冷蔵輸送の普及などを背景に、

2013年から2022年のめん山羊肉の1人当たり家計消費量は、

年平均成長率（CAGR）5.0％で増加し、食肉に占める割合は

2.7％から3.0％へと増加傾向にある。

• 2022年におけるめん山羊肉の1人当たり家計消費量は、都市部

が1.5㎏、農村部が1.3㎏で、都市部がやや多かった。しかし、

2013年から2022年までの9年間の比較では、都市部の年平均

成長率（CAGR）が3.51％に対し、農村部は7.12％と高い成

長率を示し、農村部のほうが成長率で都市部を上回った。めん

山羊肉が高価であるために都市部の1人当たり家計消費量が農

村部よりも多い。一方、高価で、特に食べる習慣が少ない農村

部でも食べるようになったことが、農村部のめん山羊肉消費量

の成長率が高くなった理由とも考えられる。

■めん山羊肉の1人当たり家計消費量の推移
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■都市部・農村部別めん山羊肉の1人当たり家計消費量の推移（2013年～2022年）

(出所) 各年次の「中国統計年鑑」のデータを整理して作成。
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（１）めん山羊肉需給の長期予測

• 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」によれば、
今後の10年間にわたり中国国内のめん山羊肉の生産能力
が確実に拡大し、供給能力が向上する見通し。
政府の政策支援と市場の需要拡大が飼育頭数の増加を促
進し、特に四川省や雲南省などの南方地域での舎飼いに
適して早熟早肥で産肉性に富むめん山羊の品種の改良が
普及することで、国産めん山羊肉の供給量が安定して増
加すると予測されている。

• 2023年から2027年までの5年間では、めん山羊肉の生産
量が比較的高い伸び率（年平均1.3％）で増加し、2027
年には559万トンに達すると予測されている。
その後の2028年から2032年までの5年間では、草食家畜
産業の生産規模拡大が資源や環境負荷の制約を受けつつ、

めん山羊肉の生産量が比較的低い伸び率（年平均0.7％）
で拡大し、2032年には578万トンに達すると予測されて
いる。

• 今後の10年間において、個人所得の増加や食肉消費習慣
の変化がめん山羊肉の消費需要に影響を与えると見込ま
れる。
特にめん山羊肉が薬膳効能を有し、健康的な食材である
ことが認識され、高齢者の健康にも有益であること、高
齢者人口の増加などが背景となり、めん山羊肉の消費量
は2032年625万トンに達すると予測されている。

■中国のめん山羊肉の需給予測（2022年～2032年）

（注） ①消費量＝国内生産量＋純輸入量（輸入量-輸出量） ②2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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（２）めん山羊肉消費構造の長期予測

• めん山羊肉の消費量は、以下の3つに分類される。

〇直接消費：生鮮のめん山羊肉（骨付の肉が含まれる）

の消費

〇加工消費：加熱加工品や調理済み、または半調理済み

のめん山羊肉加工製品などの消費

〇その他：直接消費及び加工消費以外の消費、ならびに

と畜、加工、流通などの過程での損失量

• 2022年のめん山羊肉の消費において、直接消費が全体の

90.6％を占めている。一方、加工消費はわずかに6.1％

にとどまっている。加工消費の割合が低い理由として、

めん山羊肉の独特な臭いや食用習慣（例えば冬季におい

て多く消費されることなど）、直接消費での様々な調理

方法（しゃぶしゃぶ、串焼き、ステーキ、醤油煮込む、

塩水煮込み、餃子の餡などに）、生産量の比較的少なさ、

そして高価さが挙げられる。

• 2032年までの間に、めん山羊肉の総消費は増加している

が、直接消費と加工消費の両方が拡大している。しかし

ながら、直接消費と加工消費の割合は依然として90.7％

と5.9％であり、その消費構造が変わらないと予測されて

いる。

■中国のめん山羊肉消費構造予測（2022年～2032年）

（注） 2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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• 中国の人口は、少子高齢化の影響を受けて2023年に
140,967万人となり、前年比208万人の減少を記録した。
これは1949年の建国以来初めての人口減少である。

• 2023年の出生数は前年比54万人減の902万人、同年の死

亡数は前年比69万人増の1,110万人で、結果として、
2023年の人口の自然増加はマイナス208万人。自然増加
率もマイナス0.148％となり、2017年以降の低下が顕著。

■人口数の推移（2004年～2023年）

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。

■出生数の推移（2011年～2023年）
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■人口の出生率・死亡率・自然増減率の推移（1978年～2023年）
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5-2 中国の高齢者の人口
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• 「中国統計年鑑2023」によれば、2022年末時点での中
国国内の65歳以上の高齢者人口数は20,978万人で、国内
総人口数に占める割合は14.9％。

• 同様に、2035年には65歳以上の高齢者人口が34,600万

人に増加し、国内総人口に占める割合が20.5％に達する
と、ウェブ上の情報（注）によって予測されている。

■65歳以上人口数・割合の推移（1982年～2035年）

（注） ウェブ上の情報のリンクは、http://www.cppcc.gov.cn/zxww/2022/09/21/ARTI1663740061289294.shtml

(出所) 1982年から2022年までのデータは実績値であり、各年次の「中国統計年鑑」から引用している。2035年の数値はウェブ上の情報を参考にしている。
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5-3 中国の世帯構成
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• 中国の一般世帯の構成において、1982年の平均世帯人員
数が4.41人であったのに対して、2020年には2.62人、
2022年には2.76人と減少している。

• 2020年の全国の世帯人員別の一般世帯構成を見ると、2
人世帯が14,669万戸で、総世帯数の29.7％を占め、最も

多くなっている。次いで1人世帯（単身世帯）が12,549
万戸で、総世帯数の25.4％を占めている。これらの2人
世帯と1人世帯を合わせると、総世帯数の55.1％を占め
ている。

■世帯人員別の一般世帯数（2020年）

(出所) 第7回全国人口普査（国勢調査）の資料を基に作成。

世帯人員別 世帯数 構成比

1人世帯 125,490,007 25.4

2人 146,690,059 29.7

3人 103,700,982 21.0

4人 65,100,986 13.2

5人 30,513,352 6.2

6人 15,125,667 3.1

7人 4,589,308 0.9

8人 1,557,638 0.3

9人 655,060 0.1

10人以上 734,364 0.1

一般世帯数合計 494,157,423 100.0
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■一般世帯1戸当たりの世帯人員数の推移（1953年～2022年）

(出所) 各年次の「中国統計年鑑」を整理して作成。



５．中国の食肉需給構造分析の基礎資料

5-4 中国の世帯人員1人当たり平均可処分所得金額
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• 2023年に中国の世帯人員1人当たり平均可処分所得金額
は39,218元で、前年比6.3％増加した。
この中で、都市部の1人当たり平均可処分所得は51,821
元、農村部は21,691元となり、都市部農村の所得格差は

依然として大きく、拡大の傾向が見られる。

■都市部と農村部の世帯人員1人当たり平均可処分所得金額の推移（2004年～2023年）

(出所) 国家統計局のデータに基づき作成。
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5-5 中国の都市化率
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• 中国の都市化は進展しており、全国平均の都市化率（都市部に住
む人口の割合）は、2005年の42.99％から2022年には65.22％
に向上した。ウェブ上の情報（注）によると、都市化率は2022年
以降、毎年0.6％ずつ増加し、2035年には73.12％に達すると予
測されている。

• 都市化率の向上には、主に市所轄区や町の数の増加などが寄与し
ている。例えば、市所轄区の数と町の数は、1978年には408区と
2,176町であったが、2022年にはそれぞれ977区と21,389町に
増加した。

■全国平均都市化率（都市部人口の割合）の推移（2005年～2035年）

（注） ウェブ上の情報のリンクは、https://fae.ucass.edu.cn/info/1066/2612.htm

(出所) 1982年から2022年までのデータは実績値であり、各年次の「中国統計年鑑」から引用している。2035年の数値はウェブ上の情報を参考にしている。
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5-6 中国の飲食関連のチェーン店舗数
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• 2022年末時点で、チェーン経営を展開する一般的なレス
トラン（ファーストフードやドリンク・アイスクリーム
店などを除く）の数は、2014年から2,326店増の9,285
店に拡大した。

• 同時に、ファーストフードチェーンも2014年の12,854
店から2022年には25,205店に増加し、ほぼ倍増した。

■一般的なレストランのチェーン店数の推移（2014年～2022年）

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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■ファーストフードチェーン店数の推移（2014年～2022年）
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【補足】ウェブ情報によれば、中国には約45万軒のしゃぶしゃぶ店が存在している。その中でしゃぶしゃぶ専門店の「海底撈」（https://www.haidilao.com/）

は、2023年6月末現在で中国国内に1,360店を展開している。来店客1人当たりの平均消費単価は約100元。同店で人気のしゃぶしゃぶの食材に
は牛肉、毛肚（牛の胃の一部）、羊肉、薄切ばら肉（牛の背中または腹の当たりに位置する、脂肪量が約30％の肉）などが挙げられる。
また、中の「九田家黒牛烤肉料理」は、2023年4月時点で961店舗を運営している。さらに、上海串意十足餐飲管理有限公司が展開している

「串意十国では焼き肉店が約30万店、串焼き店が約17万軒存在している。例えば、内蒙古九田家餐飲管理股分有限公司が展開している牛肉の焼
き肉がメイン足焼烤店」では、牛肉や羊肉、野菜などの串焼きがメインで、全国に600店以上が展開されている。
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